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パーティションイントラドメインフェデレーション
IMおよびアベイラビリティプラットフォームとして Cisco Unified Communication Manager IM and
Presenceサービスを選択する企業はますます増えています。これらの企業にすでにMicrosoft Lync
または配置されたMicrosoft Office Communications Server（OCS）があり、IM and Presenceサービ
ス対応クライアントにユーザを移行するようにします。

この移行中、IM and Presenceサービス対応クライアントに移行するユーザは、Microsoftサーバを
まだ使用しているユーザとアベイラビリティおよびインスタントメッセージを引き続き共有でき

ることが重要です。対応している IM and Presenceサービスクライアントの詳細については、「ソ
フトウェア要件」の項を参照してください。

パーティションイントラドメインフェデレーションでは、同一企業内の IM and Presenceサービ
スクライアントユーザとMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorのユーザが、プレ
ゼンスアベイラビリティとインスタントメッセージ（IM）を交換できます。
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この統合により、IM and PresenceサービスとMicrosoftサーバの両方で共通ドメインまたはドメイ
ンのセットをホストできます。それらのドメイン内の各ユーザは IM and Presenceサービスまたは
Microsoftサーバでイネーブルになります。

パーティションイントラドメインフェデレーションでは、ユーザは 1つのシステムでのみで
有効である必要があります。この統合は、IM and PresenceサービスとMicrosoftサーバで、同
時にユーザをサポートしません。

（注）

IM and Presenceサービスは、標準 Session Initiation Protocol（SIP RFC 3261）を使用して、次の
Microsoftサーバプラットフォームにパーティションイントラドメインフェデレーションのサポー
トを提供します。

• Microsoft Skype for Business Server 2015、Standard Editionおよび Enterprise Edition

• Microsoft Lync Server 2013、Standard Editionおよび Enterprise Edition

• Microsoft Lync Server 2010、Standard Editionおよび Enterprise Edition

• Microsoft Office Communications Server 2007 R2 Standard Editionおよび Enterprise Edition

このマニュアルで使用されているMicrosoftサーバという用語は、サポートされているすべて
の Skype for Business、Lyncおよび OCSプラットフォームのタイプを示しています。特定のプ
ラットフォームに固有の情報が識別されます。

（注）

関連トピック

ソフトウェア要件

パーティションフェデレーション配置の概要

次の図は、IM and PresenceサービスとMicrosoft OCSを同じドメイン内に配置したハイレベルサ
ンプルを示します。次に、OCS配置を示しますが、これはサポートされている他のMicrosoftサー
バにも適用されます。

   IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガ
イド

2

統合の概要

パーティションフェデレーション配置の概要



単一のプレゼンスドメインと複数のプレゼンスドメインの両方の導入がサポートされます。複数

のプレゼンスドメインの導入では、両方のシステムで同じプレゼンスドメインを設定する必要が

あります。

図 1：統合の概要

単一ドメインの例

この例では、IM and PresenceサービスノードとMicrosoft Lyncサーバの両方の synergy.comという
プレゼンスドメイン内のユーザは、このドメインが両方のシステムに設定されているため、パー

ティションイントラドメインフェデレーションを使用してアベイラビリティと IMを交換できま
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す。共通の Active Directoryによって連絡先を検索し、両方のシステムのすべてのユーザの名前解
決を表示できます。

図 2：単一プレゼンスドメインのイントラドメインフェデレーションの例

プレゼンスドメインは同一である必要があります。たとえば、user1@abc.synergy.comは
synergy.comのドメイン内フェデレーションに設定されたフェデレーションユーザで IMとア
ベイラビリティを共有できません。user1を abc.synergy.comプレゼンスドメインから synergy.com
ドメインに移動し、user1が、次の例のパーティションイントラドメインフェデレーションに
参加できるようにします。

（注）

複数のドメインの例

この例では、synergy.comというプレゼンスドメイン内のユーザと IM and Presenceサービスノー
ドとMicrosoft Lyncサーバの両方の synergy.co.ukというドメイン内のユーザは、これらのドメイ
ンが両方のシステムに設定されているため、イントラドメインフェデレーションを使用して可用
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性と IMを交換できます。共通の Active Directoryによって連絡先を検索し、両方のシステムのす
べてのユーザのプレゼンス名の解決を表示できます。次の図を参照してください。

図 3：複数ドメインのイントラドメインフェデレーションの例

複数ドメインの設定ミスの例

この例では、synergy.comと synergy.co.ukというドメインのユーザは、イントラドメインフェデ
レーションに適切に設定され、IMおよびアベイラビリティを交換できます。ただし、Lyncサー
バ上の synergy.online.comというドメイン内のユーザは synergy.online.comドメインが IMandPresence
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サービスノードで設定されていないため、フェデレーテッド IM and Presenceサービスシステム
のユーザとはアベイラビリティと IMを交換することはできません。次の図を参照してください。

図 4：複数ドメインの設定ミスの例

synergy.online.comのユーザがフェデレーテッド IM and Presenceサービスシステムのユーザとアベ
イラビリティと IMを交換できるようにするには、synergy.online.comというドメインを IM and
Presenceサービスノードに追加します。

ユーザがそれらのドメインに最初に割り当てられていなくても IM and Presenceサービスシス
テムの追加ドメインを設定できます。

（注）

パーティションイントラドメインフェデレーションの設

定
IMandPresenceサービスとMicrosoftサーバ間のパーティションイントラドメインフェデレーショ
ンをイネーブルにするには、次の主なコンポーネントを設定します。

1 IM and Presenceサービスノード

2 Microsoftサーバ

3 ユーザの移行
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パーティションイントラドメインフェデレーションをイネーブルにするために必要な開始か

ら完了ステップとプロセスの各ステップで実行する手順へのリンクの詳細設定ワークフローを

確認します。

ヒント

IM and PresenceサービスとMicrosoftのサーバとの間のパーティションイントラドメインフェデ
レーションを設定する前に、Microsoftサーバユーザの連絡先リストの情報をバックアップするこ
とを推奨します。

表 1：IM and Presence サービスノードのパーティションイントラドメインフェデレーションのハイレベル
設定タスク

O = オプション
M = 必須

タスク

M必要なすべてのドメインが IM and Presenceサービスノードに設定されてい
ることを確認し、一致するドメインがMicrosoftサーバに設定されているこ
とを確認します。

Mパーティションイントラドメインフェデレーションの有効化

MMicrosoftサーバへのスタティックルートのセットアップ

Mセットアップのアクセスコントロールリスト

MSkype for Businessサーバへの TLSのセットアップ

MLyncサーバへのTLSのセットアップ（Lyncサーバを使用する場合は必須）

OOCSサーバへの TLSのセットアップ

M専用ルーティングサーバの必須でないサービスの非アクティブ化（該当す

る場合）

表 2：Skype for Business サーバ用パーティションイントラドメインフェデレーションのハイレベル設定タス
ク

O = オプション
M = 必須

タスク

MIM and Presenceサービスルーティングノードへの TLSスタティックルー
トの設定
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O = オプション
M = 必須

タスク

M信頼できるアプリケーションの設定：IM and Presenceサービスを信頼でき
るアプリケーションとして追加し、IM and Presenceクラスタノードを信頼
できるサーバプールに追加する

Mトポロジのパブリッシュ

M証明書の交換

表 3：Lync サーバ用パーティションイントラドメインフェデレーションのハイレベル設定タスク

O = オプション
M = 必須

タスク

M必要なすべてのLyncドメインが設定されていることを確認し、一致するド
メインが IM and Presenceサービスノードで設定されていることを確認しま
す。

MIM and Presenceサービスノードへのスタティックルートのセットアップ

Mホスト認証のセットアップ

Mトポロジのパブリッシュ

MTLSのセットアップ

表 4：OCS サーバ用パーティションイントラドメインフェデレーションのハイレベル設定タスク

O = オプション
M = 必須

タスク

M必要なすべてのドメインが OCSサーバに設定されていることを確認し、一
致するドメインが IM and Presenceサービスノードで設定されていることを
確認します。

MSIPポートの有効化

MIM and Presenceサービスノードへのスタティックルートのセットアップ

Mホスト認証のセットアップ

OTLSのセットアップ
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表 5：パーティションイントラドメインフェデレーションユーザの移行タスク

O = オプション
M = 必須

タスク

Mツールのダウンロード

MLyncサブスクライバの通知画面の無効化

M無制限の連絡先リストサイズとウォッチャサイズの設定

Mサブスクライバ要求の自動承認の有効化

Mローカルの IM and Presenceサービスドメインが移行するユーザのMicrosoft
サーバのドメインに一致することを確認します。

O該当する場合は、SIP URIフォーマットが変更されたMicrosoftサーバの IM
and Presenceサービス連絡先リストのコンタクト ID名を変更します。

MCisco Unified Communications ManagerのMicrosoftサーバのユーザのプロビ
ジョニング

MMicrosoftサーバの連絡先リスト情報のバックアップ

Mユーザの連絡先リストのエクスポート

MMicrosoftサーバのユーザの無効化

Mユーザアカウントが無効になっていることを確認します。

Mユーザを移行するためのデータベースからのユーザデータの削除

Microsoftサーバの配置によっては、複数のデータベースでこの手
順を実行する必要があります。

（注）

MIMandPresenceサービスにユーザを移行するための連絡先リストのインポー
ト

M最大連絡先リストとウォッチャサイズのリセット

MLyncサブスクライバの通知画面の再有効化

関連トピック

ユーザのMicrosoftサーバの連絡先リスト情報のバックアップ
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Lyncを使用したパーティションイントラドメインフェデレーションの設定ワークフロー
OCSを使用したパーティションイントラドメインフェデレーションの設定ワークフロー
Microsoftサーバから IM and Presenceサービスへのユーザの移行のための設定ワークフロー
Microsoft Lyncポップアップの無効化
リストアのMicrosoft Lyncのポップアップ動作

アベイラビリティ
ここでは、アベイラビリティ機能について説明します。

アベイラビリティの登録およびポリシー

ここでは、IM and PresenceサービスおよびMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorの
コールフローについて説明します。

IM and Presence サービスユーザへのサブスクリプション
Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorのユーザが IM and Presenceサービスクライア
ントユーザの可用性を表示するには、SIP SUBSCRIBE要求は Skype for Business/Lync/OCSから
IM and Presenceサービスにルーティングします。IM and Presenceサービスは着信登録を承認し、
それを保留中にします。プライバシーポリシーがこの着信登録要求に適用されます。

パーティションイントラドメインフェデレーション導入でMicrosoftサーバのユーザからの登
録に適用されたプライバシーポリシーは、IM and Presenceサービスクライアントユーザから
の登録に適用されるプライバシーポリシーと同じです。

（注）

IM and Presenceサービスは自動認証が有効になっているかどうか、または IM and Presenceサービ
スクライアントユーザがMicrosoftサーバユーザのプレゼンス登録を以前にブロックしたまたは
許可したかどうかを確認します。いずれかが trueの場合、IM and Presenceサービスは、登録要求
のポリシー判断を自動で処理します。それ以外の場合は、IM and Presenceクライアントユーザ
は、新規登録に関する警告を受信します。

登録が拒否される場合、PoliteBlockingが実装されています。つまり、ユーザのプレゼンス状態が
Microsoftサーバユーザにオフラインとして表示されています。登録が認証されると、IM and
Presenceサービスは可用性のアップデートをMicrosoftサーバユーザに送信し、IM and Presence
サービスクライアントユーザにはMicrosoftサーバユーザをその参加者に追加するオプションが
あります。

Microsoft Lync または Microsoft Office Communicator ユーザへのサブスクリプション
IM and PresenceサービスクライアントユーザがMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicator
のユーザの可用性を確認する場合は、SIP SUBSCRIBE要求を IM and Presenceサービスから Skype
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forBusiness/Lync/OCSにルーティングします。Microsoftサーバは着信登録を承認します。ポリシー
がこの着信登録要求に適用されます。

Microsoftサーバユーザがこの IM and Presenceサーバユーザからのサブスクリプションをすでに
承認している場合、登録は自動的に承認され、可用性はMicrosoftサーバユーザによって適用され
るポリシーレベルに合わせて IM and Presenceサービスクライアントユーザに返されます。そう
でない場合は、Microsoftサーバユーザは新しい登録に関する警告を受信します。Microsoftサーバ
ユーザは、IM and Presenceサービスクライアントユーザを承認またはブロックできます。

Microsoftサーバは約 1時間 45分ごとに SIP SUBSCRIBEの更新を実行します。したがって、
IM and Presenceサービスノードが再起動すると、Microsoft LyncまたはMicrosoft Office
Communicatorユーザが IM and Presenceサービスコンタクトの可用性ステータスなしでいられ
る最大時間はおよそ 2時間です。

Microsoftサーバが再起動すると、IM and PresenceサービスクライアントがMicrosoft Lyncまた
はMicrosoft Office Communicatorコンタクトの可用性ステータスなしでいられる最大時間はお
よそ 2時間です。

（注）

Jabber for Windows に Lync/OCS フェデレーションの連絡先が表示されない
Jabber for Windowsユーザは、Lync/OCSの連絡先を連絡先リストに追加するまで、ディレクトリ
検索結果に Lync/OCSフェデレーションの連絡先のプレゼンス情報が表示されません。

これは、XMPPベースの Jabberと SIPベースの Lync/OCSの間のプロトコル制限に起因します。
Jabberはディレクトリ検索の結果を表示すると、まだその連絡先リストにない各エントリに対し
て XMPP一時サブスクリプション要求を送信します。同等の SIP要求がないため、これらの要求
は SIPフェデレーションゲートウェイに到達するとブロックされます。

XMPP一時サブスクリプション要求がSIPSUBSCRIBE要求に変換された場合、ディレクトリ検索
結果に表示される各 Lync/OCS連絡先では、Jabberユーザが連絡先を追加したときに Jabberユー
ザにプレゼンス情報を表示するように求めるポップアップメッセージが表示されるため、この動

作が予期されます。このソリューションでは、ユーザエクスペリエンスが低下します。

アベイラビリティマッピング状態

次の表は、Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorから次の IM and Presence対応クラ
イアントへのアベイラビリティマッピング状態を示します。

• Cisco Jabber for Windows

• Cisco Jabber for Mac

• Cisco Jabber for iPad

•モバイル向け Cisco Jabber IM（Cisco Jabber IM for iPhone、Android、Blackberry）

• Cisco Unified Personal Communicatorリリース 8.x

•サードパーティ製の XMPPクライアント
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表 6：Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorからのアベイラビリティマッピング状態

サードパーティ製の

XMPP クライアント
設定

Cisco Unified Personal
Communicator
8.x の設定

Cisco Jabber1

設定

Microsoft Lyncまたは
Microsoft Office
Communicator
設定

応対可応対可応対可応対可

退席中退席中退席中退席中

退席中退席中退席中すぐに戻ります

ビジービジービジービジー

ビジービジービジーサイレント

オフラインオフラインオフラインオフライン表示

オフラインオフラインオフラインオフライン

1
サポートされているすべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

次の表に、サポートされているすべての Cisco JabberクライアントからMicrosoft Lyncまたは
Microsoft Office Communicatorへのアベイラビリティマッピング状態を示します。

表 7：Cisco Unified Personal Communicator Release 8.x からMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicator
へのアベイラビリティマッピング状態

Microsoft LyncまたはMicrosoft Office
Communicator
設定

Cisco Unified Personal Communicator
リリース 8.x 設定

応対可応対可

ビジービジー

ビジー電話中

ビジー会議

退席中退席中

ビジーサイレント

オフラインオフライン
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Microsoft LyncまたはMicrosoft Office
Communicator
設定

Cisco Unified Personal Communicator
リリース 8.x 設定

オフラインオフライン：電話中

オフラインオフライン：会議

オフラインオフライン：外出中

次の表に、Cisco JabberからMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorへの可用性マッピ
ング状態を示します。

表 8：Cisco Jabber からMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorへのアベイラビリティマッピング
状態

Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicator
設定

Cisco Jabber2

設定

応対可応対可

退席中退席中

ビジーサイレント

オフライン不在

オフラインオフライン

2
サポートされているすべての Cisco Jabberクライアントに適用されます。

次の表はサードパーティ製の XMPPクライアントからMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office
Communicatorへのアベイラビリティマッピング状態を示します。

表 9：サードパーティ製の XMPP クライアントからMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorへのア
ベイラビリティマッピング状態

Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicator
設定

サードパーティ製 XMPP
設定

応対可応対可

退席中退席中

退席中退席中（延長）

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicator
設定

サードパーティ製 XMPP
設定

ビジーサイレント

オフラインオフライン

インスタントメッセージ
パーティションイントラドメインフェデレーションでは、IM and Presenceサービスクライアン
トユーザとMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorユーザ間のポイントツーポイント
IMをサポートしています。次のような IM機能がサポートされています。

•プレーンテキスト IMフォーマット

•入力指示

•基本顔文字

SIP Session Mode IMを使用して、IM and PresenceサービスとMicrosoftサーバ間でメッセージお
よび入力指示を転送します。

IM and Presenceサービスクライアントユーザが IMをMicrosoftサーバユーザに送信すると、こ
れらの 2人のユーザ間で既存の IMセッションが確立されていない場合、IM and Presenceサービス
は SIP INVITEメッセージをMicrosoftサーバに送信して、新しいセッションを確立します。この
セッションは、これら 2人のユーザいずれかからの以降の SIP MESSAGEまたは SIP INFO（入力
指示）トラフィックに使用します。

IM and Presenceサービスクライアントユーザおよびサードパーティ製 XMPPクライアント
ユーザは、アベイラビリティがなくても、Microsoftサーバユーザと IMカンバセーションを開
始できます。

（注）

Microsoftユーザが IMを IM and Presenceサービスクライアントユーザに送信すると、これらの 2
人のユーザ間で既存の IMセッションが確立されていない場合、Microsoftサーバは SIP INVITE
メッセージを IM and Presenceサービスに送信します。このセッションは、これら 2人のユーザい
ずれかからの以降の SIP MESSAGEまたは SIP INFO（入力指示）トラフィックに使用します。

Microsoftサーバグループチャット機能独自の特性により、パーティションイントラドメイン
フェデレーションでは、IM and PresenceサービスクライアントユーザとMicrosoft Lyncまた
はMicrosoft Office Communicatorユーザ間のグループチャットはサポートされていません。

（注）
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要求のルーティング
この項では、IM andPresenceサービスからSkype for Business/Lync/OCS、Skype for Business/Lync/OCS
から IM and Presenceサービスへの要求のルーティングについて説明します。

IM and Presence サービス要求ルーティング
IM and Presenceサービスが SIP要求をMicrosoftフロントエンドサーバに送信できるようにするに
は、IM and Presenceサービスでスタティックルートを設定します。各 IM and Presenceサービスド
メインに対して、フロントエンドロードバランサのMicrosoftサーバの IPアドレスを指す TLSス
タティックルートを設定します（Enterprise Edition MSサーバの場合のみ）。

IM and Presenceサービスが発信した SIP要求を、認証要件なしでMicrosoftサーバが受信できるよ
うにするには、Microsoftサーバ上で、IM and Presenceサービスを信頼できるアプリケーションと
して追加します。さらに、IM and Presenceサービスクラスタノードを信頼できるサーバプール
に追加します。

ルーティングモード

IM and PresenceサービスからMicrosoftサーバに SIP要求をルーティングするために、パーティ
ションイントラドメインフェデレーションでは、IM and Presenceサービスの設定で構成できる 2
つのルーティングモードが提供されます。

•基本ルーティング

•高度なルーティング

パーティションイントラドメインフェデレーションの基本的なルーティングモー

ド

基本的なルーティングは、パーティションイントラドメインフェデレーションのデフォルトルー

ティングモードです。基本的なルーティングがイネーブルの場合、要求の受信者が IMandPresence
サービスクラスタ内の任意のドメイン内にいるものの、ライセンスされた IM and Presenceサービ
スユーザでない場合に、IM andPresenceサービスは要求をSkype forBusiness/Lync/OCSにルーティ
ングします。

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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次の図は、基本的なルーティングが設定されている場合の IM and PresenceサービスからMicrosoft
サーバへのルーティング要求のシーケンスを示しています。この図は、OCSの配置例を示します
が、他のサポートされているMicrosoftサーバにも適用されます。

図 5：Microsoft サーバの要求ルーティングへの IM and Presence サービス

Cisco Jabber 8.xユーザの Annは、同じプレゼンスドメインのMicrosoft Office
Communicatorユーザである Bobに要求を送信します。

1

Bobはローカルドメイン内にいるものの、ライセンスされた IM and Presenceサービス
クライアントユーザではないため、IM and Presenceサービスは要求を変換し、それを
OCSにルーティングします。

2

OCSサーバは要求をBobのMicrosoft Office Communicatorクライアントに転送します。3

（注） • IM and PresenceサービスまたはMicrosoftサーバのいずれかでプロビジョニングされてい
ない受信者について、Microsoftサーバに転送される要求は、今度はMicrosoftサーバによ
り IM and Presenceサービスへ返されます。

• IM and Presenceサービスは、この方法でMicrosoftサーバからループバックする要求を拒
否する組み込みループ検出を備えています。

   IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガ
イド
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パーティションイントラドメインフェデレーションの高度なルーティングモード

高度なルーティングにより IM and Presenceサービスデータベースに多数のプロビジョニングされ
ていない、または不明な連絡先がある展開で、IM and Presenceサービスおよび Skype for
Business/Lync/OCS間のトラフィック量が少なくなります。ただし、高度なルーティングは IM and
Presenceサービスクラスタそれぞれにストレージオーバーヘッドを追加します。高度なルーティ
ングのロジックを適用できるためには、すべてのMicrosoftLyncまたはMicrosoftOfficeCommunicator
ユーザをクラスタごとに保存する必要があるためです。

単一クラスタの IM and Presenceサービス配置と Cisco Unified Communications ManagerがMicrosoft
サーバで使用される同じActive Directoryからユーザを同期する場合にだけパーティションイント
ラドメインフェデレーションに高度なルーティングを設定します。複数 IM and Presenceサービス
クラスタが配置されている場合、デフォルトの基本ルーティング方式を使用する必要があります。

高度なルーティングに、Active Directoryから同期されているユーザのリストには、すべての
Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorユーザを含める必要があります。

高度なルーティングがイネーブルの場合、IM and Presenceサービスは、次の両方の条件が満たさ
れるとMicrosoftサーバに要求をルーティングします。

•要求の受信者は IMandPresenceサービスドメイン内に存在するが、ライセンスされた IMand
Presenceサービスユーザではない

•要求の受信者は有効なMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicator SIPアドレスが IM
and Presenceサービスデータベースに保存されている

Microsoft サーバ要求ルーティング
Microsoftサーバ（Skype for Business/Lync/OCS）から IM and Presenceサービスに SIP要求をルー
ティングするには、各 IM and PresenceサービスドメインのMicrosoftサーバで TLSスタティック
ルートを設定します。

•チャット専用の展開の場合は、スタティックルートを指定された IM and Presenceサービス
ルーティングノードに向けます。

• Lyncを使用したチャット +通話の展開の場合は、スタティックルートをExpresswayGateway
に向けます。

IM and Presenceサービスで、Microsoftサーバの SIP要求を認証要件なしで受信できるようにする
には、Microsoftサーバを含むアクセスコントロールリストを設定します。

Microsoftサーバには、パーティションイントラドメインフェデレーション展開では 1つのルー
ティングモードしかありません。要求の受信者がMicrosoftサーバの管理対象 IMおよび可用性ド
メインのいずれかにいるが、Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorユーザではない
場合、Microsoftサーバは要求を IM and Presenceサービスのルーティングノード（チャット専用展
開の場合）または Expressway Gateway（チャット +通話 Lync展開の場合）にルーティングしま
す。

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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ルーティングの例

次の図は、Microsoftのサーバからの IM and Presenceサービスへのルーティング要求のシーケンス
を示しています。この図は、OCS展開の例を示していますが、Lyncを使用したチャット専用展開
にも適用されます。

図 6：IM and Presence サービスの要求ルーティングへの Microsoft サーバ

IM and Presenceサービスは要求を承認
し、Annの自宅の IM and Presenceサー
ビスノードに転送します。

3Microsoft Office Communicatorユーザの Bob
は、Cisco JabberユーザであるAnnに要求を送
信します。

1

IM and Presenceサービスは要求を変換
し、AnnのCisco Jabberクライアントに
転送します。

4Annはローカルプレゼンスドメイン内でも
Microsoft Office Communicatorのユーザではな
いため、Microsoftサーバは IM and Presence
サービスに要求をルーティングします。

2

IM and PresenceサービスまたはMicrosoftサーバのいずれかでプロビジョニングされていない
受信者について、Microsoftサーバで IM and Presenceサービスに転送される要求は、IM and
Presenceサービスにより拒否されます。

（注）
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クラスタ間展開とマルチノード展開

Microsoft が発信する要求

Skype for Business/Lync/OCSが IM and Presenceサービスを使用して可用性サブスクリプションま
たは IMカンバセーションを要求すると、Microsoftサーバは SIP要求を次のようにルーティング
します。

•チャット専用の展開の場合、Microsoftサーバは SIP要求を IM and Presenceサービスルーティ
ングノードにルーティングします。ルーティングノードは、SIP要求を受信者のホームであ
るクラスタノードに転送します。クラスタノードはルーティングノードに応答し、次にSIP
応答をMicrosoftサーバに返します。

•チャット+通話の展開の場合、ルーティングノードはありません。代わりに、Microsoftサー
バは SIP要求を Expressway Gatewayに送信します。Expressway Gatewayは、SIP要求を IM
and Presenceサービスクラスタに転送します。IM and Presenceサービスクラスタノードは、
SIP応答をMicrosoftサーバに直接返します。

IM and Presence サービスが発信する要求

IM and Presenceクラスタノードが可用性サブスクリプションまたはMicrosoft Lyncユーザとの IM
カンバセーションを要求すると、クラスタノードは SIP要求を直接Microsoftサーバに送信しま
す。Microsoftサーバは、SIP応答をメッセージを開始した IM and Presenceサービスクラスタノー
ドに直接返します。チャット専用シナリオとチャット +通話シナリオの両方で、任意の IM and
Presenceサービスクラスタノードが、SIP要求をMicrosoftサーバに直接送信できます。

ドメイン間フェデレーション
IM and Presenceサービスでは、ドメイン間フェデレーションがサポートされています。この機能
は、IM and Presenceサービスがパーティションイントラドメインフェデレーションに設定されて
いる場合も使用できます。ただし、IMandPresenceサービスで設定されているどのドメイン間フェ
デレーションも IM and Presenceサービスクライアントユーザ以外には使用できません。

Skype for Business/Lync/OCS展開がすでに Access Edge/Access Proxyサーバを介して SIPドメイン
間フェデレーションに設定されている場合、Microsoft Office Communicatorユーザはこのフェデ
レーション機能を継続して使用できます。IM and Presenceサービスクライアントユーザがそうし
た既存のフェデレーション機能を活用できるように、IM and PresenceサービスおよびMicrosoft
サーバを設定することもできます。

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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（注） • IM and PresenceサービスとMicrosoftサーバ両方を設定して、同じリモートドメインで直
接フェデレーションすることはサポートされていません。

• IM and Presenceサービスドメイン間フェデレーションの詳細については、マニュアル
『Interdomain Federation for IM and Presence Service onCiscoUnified CommunicationsManager』
を参照してください。

関連トピック

Microsoftサーバのドメイン間フェデレーション機能の IM and Presenceサービスの統合
『Interdomain Federation for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』

ドメイン内フェデレーションのハイアベイラビリティ
パーティションイントラドメインフェデレーションは、IM and Presenceサービスと Skype for
Business/Lync/OCS間の要求のルーティングについて、ハイアベイラビリティをサポートします。

Microsoft サーバ要求ルーティングへの IM and Presence サービスのハ
イアベイラビリティ

前述したように、SIPスタティックルートを IM and Presenceサービスで設定して、IM and Presence
サービスおよび Skype for Business/Lync/OCS間のイントラドメインフェデレーションの基本的な
接続を有効にする必要があります。

Microsoftサーバとの統合においてハイアベイラビリティを実現するため、IM and Presenceサービ
スでアドレスパターンごとに複数の SIPスタティックルートを設定できます。

必要に応じて、これらのスタティックルートにプライオリティ値を割り当て、プライマリとバッ

クアップのスタティックルートを定義できます。プライオリティが最も高いルートが最初に試行

されます。これらのルートが使用できない場合、次の図に示すように、要求はバックアップルー

   IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガ
イド
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トを使用して再送信されます。この図は、OCSの配置例を示しますが、他のサポートされている
Microsoftサーバにも適用されます。

図 7：Microsoft サーバ要求ルーティングへの IM and Presence サービスのハイアベイラビリティ

そのネクストホップが使用できない場合、

IM and Presenceサービスはプライオリティ
2Microsoftサーバにルーティングする場合、

IMandPresenceサービスは、プライオリティ
1

が次に高いスタティックルートにフォールが最も高いスタティックルートを見つけ、

バックし、要求を関連するネクストホップ

アドレスに送信しようとします。

要求をそのルートに設定されたネクストホッ

プアドレスに送信しようとします。

Enterprise EditionMicrosoftサーバの場合、フロントエンドロードバランサを展開できます。その
場合、SIPスタティックルートを IM and Presenceに設定して、Microsoftサーバのフロントエンド
ロードバランサの IPアドレスをポイントできます。フロントエンドロードバランサは、次の図

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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に示すようにその関連付けられたMicrosoftサーバプール内でハイアベイラビリティを実現しま
す。この図は、OCSの配置例を示しますが、他のMicrosoftサーバにも適用されます。

図 8：ロードバランサによる IM and Presence から Microsoft サーバへの要求のルーティングのハイアベイラ
ビリティ

Microsoftサーバのフロントエンドロード
バランサは、プール内のアクティブなフ

2Microsoftサーバにルーティングする場合、
IM and Presenceサービスは OCSのフロント

1

ロントエンドサーバのいずれかにルー

ティングします。

エンドロードバランサをポイントするスタ

ティックルートを見つけます。

認定されたロードバランサのリストについては次の URLを参照してください。 http://
technet.microsoft.com/en-us/office/ocs/cc843611ロードバランサを導入し、正しく管理するのはお客
様の責任です。

シスコでは、ロードバランサをポイントするスタティックルートの設定はサポートしていま

せん。フロントエンドロードバランサをバイパスするためのスタティックルートを設定する

ことをお勧めします。

（注）
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Microsoft サーバから IM and Presence サービスへの要求のルーティン
グのハイアベイラビリティ

SIPスタティックルートを Skype for Business/Lync/OCSで設定して、Microsoftサーバおよび IM
andPresenceサービス間のドメイン内フェデレーションの基本的な接続を有効にする必要がありま
す。

ただし、Microsoftサーバはドメインごとに 1つの SIPスタティックルートの設定だけをサポート
しているため、スタティックルートは単一の IM and Presenceサービスノードのみポイントでき
ることを意味します。

従って、IM and PresenceサービスをMicrosoftサーバと統合する場合にハイアベイラビリティを実
現するには、次の図に示すように、IM and PresenceサービスノードとMicrosoftのサーバの間に
ロードバランサを組み込む必要があります。この図は、OCSの配置例を示しますが、他のMicrosoft
サーバにも適用されます。

図 9：Microsoft サーバから IM and Presence サービスへの要求のルーティングのハイアベイラビリティ

IM and Presenceサービスが失敗する
と、ロードバランサにより、以降のす

2ロードバランサは、アクティブ/バックアップモー
ドで動作します。プライマリ IMandPresenceサー

1

べての要求がバックアップ IM andビスノードに対してそのサーバの実行中に要求が

Presenceサービスサーバにルーティン
グされます。

ルーティングされ、ハートビート信号を使用して

IMandPresenceサービスノードがアライブかどう
か確認します。

IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガイド
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連絡先の検索
パーティションイントラドメインフェデレーションでは、IM and Presenceサービス対応クライア
ントとMicrosoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorの両方で全検索機能を実現していま
す。

IM and Presenceサービス対応クライアントによるActive Directory（AD）検索は、ユーザがプロビ
ジョニングされた場所に関係なく、ユーザを返します。Microsoftサーバアドレス帳検索は引き続
き、すべてのMicrosoftサーバユーザ、および IM and Presenceサービスに移行したあらゆる IM
and Presenceサービスクライアントユーザを返します。

連絡先カード情報は、すべての連絡先について両方のクライアントで使用できます。

IM and PresenceサービスクライアントユーザがMicrosoftのサーバでプロビジョニングされて
いなかった場合は、該当ユーザの [msRTCSIP-PrimaryUserAddress]フィールドに対して Active
Directoryのアップデートを実行し、ユーザがMicrosoftのサーバ検索を使用できるようにする
必要があります。

（注）

ユーザの移行
ユーザ移行の管理フローは大まかに次のようになります。

1 移行するユーザの Skype for Business/Lync/OCS SIP URI形式を確認します。

2 必要に応じて、IM and Presenceサービスの連絡先のコンタクト IDの名前を変更します。

3 Microsoftサーバユーザを IM and Presenceサービスに移行するライセンスを取得して割り当て
ます。

4 移行するMicrosoftサーバユーザ用のMicrosoftサーバデータをバックアップします。

5 移行するMicrosoftサーバユーザごとにMicrosoftサーバの連絡先リストをエクスポートしま
す。

6 移行するMicrosoftサーバユーザのMicrosoftサーバのユーザアカウントをディセーブルにし
ます。

7 移行するMicrosoftサーバユーザのMicrosoftサーバのユーザデータを削除します。

8 Microsoftサーバの連絡先リストを移行したユーザの IM and Presenceサービスデータベースに
インポートします。

9 移行したユーザのデスクトップで IM and Presenceサービス対応クライアントを展開します。

管理者向けの移行プロセスをさらに支援するため、この機能では数多くのツールが使用できます。

   IM and Presence サービスリリース 12.0(1) パーティションイントラドメインフェデレーションガ
イド

24

統合の概要

連絡先の検索



パーティションイントラドメインフェデレーション導入の主な利点の 1つに、企業内でMicrosoft
サーバから IM and Presenceサービスへシームレスに遷移できる点があります。パーティションイ
ントラドメインフェデレーションには、次のような利点があります。

• IM and Presenceサービスクライアントユーザ、Microsoft LyncまたはMicrosoft Office
Communicatorのユーザは、同じプレゼンスドメインを共有します。

•ユーザは、その共有ドメイン内でアベイラビリティおよびインスタントメッセージを交換で
きます。

•ユーザまたは連絡先がプロビジョニングされている場所に関係なく、ユーザは連絡先を検索
し、追加できます。

• IM and Presenceサービス IMアドレスはユーザの IDが移行中も維持されるように Lync SIP
URI（msRTCSIP-PrimaryUserAddress）と一致するように設定できます。

IMアドレスおよびユーザの移行の設定に関する詳細情報については、『Configuration and
Administration of IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』を参照してくだ
さい。

IM アドレスの例
次の表は、IM and Presenceサービスで使用可能な IMアドレスオプションの例を示しています。

IM and Presenceサービスデフォルトドメイン：cisco.com

User: John Smith

Userid: js12345

Mailid: jsmith@cisco-sales.com

SIPURI: john.smith@webex.com

IMアドレス（IM Address）ディレクトリ URIマッピングIMアドレス形式

js12345@cisco.com適用対象外<userid>@<domain>

jsmith@cisco-sales.commailidDirectory URI

john.smith@webex.commsRTCSIP-PrimaryUserAddressDirectory URI

IMアドレスの設定の詳細については、『Configuration and Administration of IM and Presence Service
on Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

ユーザ移行ツール

IM and Presenceサービスは、次の Skype for Business/Lync/OCSユーザ移行手順に対するツールを
提供しています。
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•移行するMicrosoftサーバユーザごとにMicrosoftサーバの連絡先リストをエクスポートしま
す。

•移行するMicrosoftサーバユーザのMicrosoftサーバのユーザアカウントをディセーブルにし
ます。

•移行するMicrosoftサーバユーザのMicrosoftサーバのユーザデータを削除します。

• Microsoftサーバの連絡先リストを移行したユーザの IM and Presenceサービスデータベース
にインポートします。

• IM and Presenceサービスデータベースの移行されたユーザのコンタクト IDの名前を変更し
ます。

（注） •ユーザ移行ツールのいずれかを実行しようとすると、「アプリケーションが正常な初期
化に失敗しました（Application failed to initialize properly）」というエラーが表示される場
合があります。このエラーの原因は、.NET4.0フレームワークのインストールされていな
いユーザ移行ツールを実行しようとしていることです。シスコが提供する各ユーザ移行

ツールを使用するには、.NET Frameworkの少なくともバージョン 2.0が、そのツールを
実行している場所からサーバにインストールされている必要があります。

NET 2.0フレームワークは、Windows Server 2003 R2以降で標準としてインストールされ
ています。

•エクスポート、ディセーブル化および削除ツールは、cisco.comで zipファイルで提供さ
れます。インポートツールは Cisco Unified CM IM and Presence Adminitrationのユーザ
インターフェースを使用してアクセスできます。

移行する Microsoft サーバユーザごとに Microsoft サーバの連絡先リストをエクスポートします。

この IM and Presenceサービスツールは、Microsoftサーバからの連絡先リストの一括エクスポート
を可能にします。エクスポートされた連絡先リストは、IM and Presenceサービスの Contact List
Import Bulk Administration Tool（BAT）で承認できるカンマ区切り値（CSV）ファイルに書き込ま
れます。これらのツールを組み合わせて、連絡先リストを一括管理して、エンドツーエンドで移

行できます。

Microsoft サーバユーザを移行するための Microsoft サーバのユーザアカウントをディセーブルに
します。

IM and Presenceサービスには、Microsoftサーバのユーザアカウントを一括して無効にするツール
が入っています。このツールは、Active Directoryに接続し、必要に応じてユーザのMicrosoftサー
バに固有な属性を変更することで、Microsoftサーバアカウントを無効にします。

OCS ユーザを移行するための Microsoft サーバのユーザデータを削除する

Microsoftサーバユーザは、Microsoftサーバから削除し、Microsoftサーバからの IM and Presence
サービスへのパーティションイントラドメインフェデレーションルーティングを可能にする必
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要があります。ただし、ユーザがMicrosoftサーバから削除されると、MicrosoftLyncまたはMicrosoft
Office Communicator内のユーザの連絡先リストからも削除されます。この IM and Presenceサービ
スツールはMicrosoftサーバユーザのデータを一括して削除すると同時に、ユーザがMicrosoft
Office Communicatorユーザの連絡先リストから削除されないようにします。

Microsoft サーバの連絡先リストを移行したユーザの IM and Presence サービスデータベースにイ
ンポートします。

IM and Presenceサービス BAT一括サポート連絡先リストのインポート。この一括インポートの入
力としてCSVファイルを取得します。Microsoftサーバのエクスポートの連絡先リストのツールと
ともに使用すると、Microsoftサーバから IM and Presenceサービスに連絡先リストを移動できま
す。

IM and Presence サービスデータベースで移行されたユーザのコンタクト ID の名前を変更します。

この移行ツールは、IM and Presenceサービスの IMアドレス形式がMicrosoftサーバと異なる場
合にのみ必要です。IM and Presenceサービスリリース 10.0から、IM and Presenceサービスを
構成することが可能になり、2つのシステム間の IMアドレス形式に不一致がないことを確実
にします。

（注）

IM and Presenceサービス BATは、SIP URI形式が IM and PresenceサービスとMicrosoftのサーバ
とで異なる場合の移行をサポートしています。IM and Presenceサービスの以前のリリースでは、
ユーザの最初のバッチを移行する前に、IM and Presenceサービス SIP URI形式に一致させるため
に、移行するすべてのMicrosoftサーバユーザの SIPURIを変更する必要があります。このリリー
スでは、Microsoftサーバから IM and Presenceサービスにユーザの各バッチを移行する直前に、移
行するユーザの SIP URIを変更できます。Bulk Administration Toolは入力として移行されたユーザ
のリストがあるCSVファイルを取得し、移行されたユーザを連絡先として持つすべてのユーザの
連絡先リストを更新します。

ユーザの移行ツールを実行しても、Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorに署名
された他のMicrosoftサーバユーザ機能への影響はありません。ただし、あらかじめスケジュー
ルされたメンテナンスの時間帯にユーザ移行ツールを実行してMicrosoftサーバおよび Active
Directoryシステムの負荷を減らすことをお勧めします。

（注）

Microsoft ユーザ用の移行ユーティリティ
IM and Presenceサービスには、Microsoftユーザ用の移行ユーティリティというが単一ユーティリ
ティ用意されています。このユーティリティは、「ユーザ移行ツール」の項で説明している

Lync/OCS移行手順に使用できます。このユーティリティを使用して、これらの移行手順を実行す
ることを推奨します。

Microsoftユーザ用の移行ユーティリティは、cisco.comでダウンロードできます。

詳細については、『Migration Utilities for Microsoft Users』ガイドを参照してください。
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